
泌尿器科             様           入院から退院までの流れ                         病名：前立腺炎         

                             

この予定表は一般的・標準的な治療の経過を一覧表にしたものです。患者様の状態により多少変わることがあります。                                     年   月   日 

 

時間枠 

 

項目 
入院時～ 退院まで 退院後の注意事項 

患者 

目標 

熱や疼痛などの症状を伝えることができる。 

尿閉、排尿時痛などの症状を伝えることができる。 

治療の経過が理解でき、不明点があれば医療者に質問し、解決できる 

退院指導の内容を理解できる 

 

日常生活において、以下の点に注意していくことが大切です。 

 

 

 

1. 今後も定期的に受診しましょう。帰宅後に、再診日の変更を希望する

場合は、総合予約室まで連絡をください。 

 

2. 水分は十分にとりましょう。 

 

 

3. 以下の症状が強くなった場合は、受診してください。 

① 排尿障害：尿閉・残尿感・排尿時痛などの症状が出現し、治まら

ない場合。 

② 全身倦怠感：疲労感・めまい・頭重感などが出現した場合や増強

がみられた場合。 

  ③ 38℃以上の発熱が続くとき。 

 

４．心配な症状が出たときや、上記のような症状が出現したときは、連絡・

受診してください。 

 

上記以外に不明な点がありましたら、ご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮崎大学医学部附属病院 

泌尿器科外来 0985-85-9317 

泌尿器科病棟 0985-85-1898 

 総合予約室  0985-85-1225 

※時間外（17：00～翌朝9：00）は病棟に電話をおかけください。 

検査 
採血や尿検査をします。 

 

検査があればお知らせします。 

 

治療 

処置 

抗生剤の点滴治療を行います。 

不明な点があれば、お知らせ下さい。 

抗生剤の内服治療を行います。 

 

検 温 

 

適宜、検温（熱、脈拍、血圧測定）をします。 

 

 

 

適宜、検温（熱、脈拍、血圧測定）をします。 

 

 

安静度 

（活動） 

 

点滴中は、管に気をつけて行動しましょう。 

トイレの時は、ナースコールを押して看護師にお伝え下さい。 

ふらつきがみられる時は、ナースコールでお知らせ下さい。 

特に制限はありません 

 

 

排 泄 

特に制限はありません。 

おしっこが出にくい、おしっこをする時の痛み、残尿感などの症状がある場合はお

知らせ下さい。 

 

特に制限はありません。 

おしっこが出にくい、おしっこをする時の痛み、残尿感などの症状がみ

られる場合はお知らせ下さい。 

 

食 事 

食事はお部屋にご用意します。  

点滴をしているので、食事が終わった後、お膳はそのままでお待ち下さい。看護師

が引き下げにきます。 

お粥やパンへの変更の希望があれば、お伝え下さい。 

食事はお部屋にご用意します。  

 

清 潔 

体の状態に合わせて、シャワー浴ができます。 

きついときは、体を拭く蒸しタオルをお持ちします。 

 

特に制限はありません。 

薬 剤 

入院の際、、内服確認のため普段飲んでいるお薬（医師から処方された薬）を、 

一度預かります。 

続けて飲む場合は、説明します。 

 

 

 


